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ジオシンセティックス補強土擁壁の鉛直繰り返し載荷

に対する変形特性に関する研究

Deformation characteristics of Geosynthetic-Reinforced Soil Wall 
under Vertical Cyclic Loading

背景

補強土擁壁に関する研究が本格化したのは約30年前。現在の設計
指針は経験的あるいは実証実験に基づき定められており、大地震に
よる許容変形量が小さい構造物 (鉄道等) への適用を目標に開発さ
れた。

・鉛直支持性能は土圧・補強材張力によって補強土体影響範囲に作用する拘束圧が大きな影響を及ぼしている。

・長尺補強材が耐震性能(外的安定)性能向上に寄与しており、載荷点近傍の補強材敷設層数が鉛直支持特性に

寄与している。

•本研究結果より構造の合理化を提案可。(例：L2地震動が作用しない場合、長尺補強材減，壁体の簡素化が可能)
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実験概要

1/6スケールの模型鉛
直繰り返し載荷実験を
15ケース実施。

擁壁における直応力・
せん断応力、補強材に
おける引張力、擁壁・
フーチング変位を計測。

結論

実験結果

Φ = 35°

h

0.35h
設計標準仕様 剛壁⾯を有する補強⼟擁壁

施⼯件数推移

⼟

剛壁

（北海道新幹線）

全て補強⼟！補強材

現在の状況
要求性能・施工条件が多様化。(例：L2地震動が作用しない条件、
良質ではない土の適用など）

多様化する要求性能・ニーズに応じた合理的な設計・施工法を確立するため，

補強土擁壁の安定性，変形性能を再評価

死荷重：30kPa
荷重振幅：13kPa
＊実物の鉄道荷重を模擬
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①補強材敷設間隔，補強材⻑さの影響 ②壁体の固定度の影響

擁壁変位無し擁壁変位無し
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③壁体、地盤、補強材の剛性を下げた場合の影響

地盤相対密度
Dr=60% 補強材密度1/4
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①地盤模型(乾燥珪砂7号)
：相対密度90%
②載荷位置
：擁壁から50mm〜150mm
③総載荷時間
：14時間
④総載荷回数
：25200 回

基準ケース(鉄道標準仕様)：Case-4鉛直繰り返し載荷波形

なお，拘束圧(kN/m)=⼟圧合⼒+補強材張⼒合⼒
鉛直ひずみ=フーチング鉛直沈下量/225mmである

＊225mmは画像解析結果より算出
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拘束圧(kN/m)=⼟圧合⼒+補強材張⼒合⼒

Case-4
標準仕様

Case-11
標準仕様・固定壁

Case-8
無補強・固定壁

Case-5
全⻑尺・補強材層数減

Case-9
全短尺

標準仕様・補強材層数減
Case-6

全ケースで共通し、高い拘束圧を
示した場合、鉛直ひずみは小さい

値を取る事を確認。
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擁壁変位が小さい時、土圧合力、補
強材張力が大。

フーチング鉛直変位増加傾向
補強材の敷設間隔、総長さに
依存しており、標準仕様補強

材配置が最も高い性能。

補強材の効果
Case-8よりもCase-4の方がフーチング
変位小。補強材張力が有効に発揮さ
れた事で、補強領域全体の拘束圧が

高まったと解釈。

拘束圧〜鉛直ひずみ関係

鉛直繰り返し載荷の結果、Case4が
最も高い性能を示した。

しかし、振動実験ではCase5が最も
高い性能を発揮。

全載荷終了後

繰返し荷重
擁壁変位

背⾯盛⼟沈下

繰り返し載荷による地盤の変形


